
「
お
か
げ
参
り
」
は
、
江
戸
時
代
に
繰
り
返
し
起
こ
っ
た
伊
勢
神
宮
へ
の
群
参

現
象
で
あ
る
。
主
な
も
の
は
、
約
六
十
年
の
周
期
で
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
慶
安
三

年
(
-
六
五
0
)
、
宝
永
二
年
(
-
七
0
五
）
、
明
和
八
年
(
-
七
七
一
）
、
文
政

十
三
年
(
-
八
三
0
)

の
四
回
で
あ
る
。
慶
応
三
年
(
-
八
六
七
）
に
も
、
同
様

の
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
わ
れ
、
別
の

要
因
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
は
、
伊
勢
神
宮
の
布
教
活
動
に
従
事
し
た
御
師
の
活
躍
等
に
よ
っ

て
、
「
一
生
に
一
度
は
、
お
伊
勢
参
り
」
と
い
う
考
え
が
定
着
し
、
伊
勢
参
宮
が

盛
ん
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
女
性
・
奉
公
人
等
、
通
常
で
は
伊
勢
参
り
が
出
来
な

い
人
た
ち
が
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
、
何
か
の
き
っ
か
け
に
よ
っ
て
、
お
か

げ
参
り
に
参
加
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
「
抜
け
参
り
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

路
銀
を
持
た
な
い
人
が
多
く
、
各
地
で
宿
泊
所
・
食
事
等
の
提
供
、
す
な
わ
ち
施

行
が
行
わ
れ
た
。
大
和
国
葛
上
郡
御
所
町
（
現
、
奈
良
県
御
所
市
）
に
は
、
文
政

十
三
年
の
お
か
げ
参
り
の
施
行
に
関
し
、
左
記
の
文
書
等
が
残
っ
て
い
る
。

は

じ

め

に

ー
大
和
国
御
所
町
の
施
行
記
録
に
基
づ
い
て
1

文
政
十
三
年
お
か
げ
参
り
に
関
す
る
考
察

名
前
記
」
（
以
下
、
「
寄
進
帳
」
）
。
寄
進
を
受
け
た

①

施

行

所

」

三

冊

（

以

下

、

「

毎

日

泊

名

前

」

と

い
う
）
。
閏
三
月
四
日
か
ら
九
月
八
日
ま
で
の
宿
泊
者
の
組
の
人
数
・
出
身
地

•
代
表
者
の
名
前
等
を
記
載
。

「
嘗
施
行
所
江

②

寄

進

金
品
・
数
量
•
寄
進
者
の
名
前
等
を
記
載
。
跛
文
に
金
品
以
外
の
寄
進
、
施
行

が
終
わ
っ
た
後
の
行
事
等
を
記
載
。

③
「
御
所
町
丁
毎
に
あ
り
し
立
山
作
り
も
の
次
第
書
」
（
以
下
、
「
立
山
次
第

書
」
）
。
「
立
山
」
は
、
奈
良
県
の
方
言
で
飾
り
物
の
こ
と
（
『
日
本
方
言
大
辞

典
』
）
。
序
文
に
施
行
の
様
子
等
を
記
載
。

④
太
々
神
楽
に
関
す
る
文
書
。
祝
詞
・
役
割
等
。

⑤
宿
泊
者
の
お
礼
の
和
歌
等
。
一
紙
も
の
九
枚
。

①
か
ら
③
は
、
冊
子
で
手
製
の
秩
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
写
真
を
写
真
1

に
示
す
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
施
行
の
世
話
役
の
一
人
で
、
宿
泊
の
施
行
が
行
わ

れ
た
当
時
の
蔵
屋
敷
（
現
在
、
こ
の
地
は
太
神
宮
の
社
と
な
っ
て
い
る
）
の
前
に

住
ん
で
い
た
玉
手
屋
吉
兵
衛
の
子
孫
で
あ
る
木
村
吉
弘
氏
の
家
に
伝
わ
っ
た
も
の

で
あ
る
。
平
成
十
六
年
七
月
に
発
見
さ
れ
、
平
成
十
八
年
四
月
に
、
御
所
市
指
定

文
化
財
と
な
り
、
現
在
は
御
所
市
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

「
お
か
げ
中

毎
日
泊
名
前
中

井

陽
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略
称
を
記
載
す
る
。

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

⑦
 こ

れ
ら
の
文
書
に
基
づ
い
て
、
宿
泊
者
の
動
向
、
宿
泊
の
世
話
以
外
の
施
行
、

施
行
の
た
め
の
寄
進
、
施
行
が
終
わ
っ
た
後
の
行
事
等
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
な

お
、
指
定
文
化
財
に
な
っ
た
史
料
に
は
、
「
嘉
永
元
年
(
-
八
四
八
）
の
太
神
宮

の
社
建
設
に
関
す
る
文
書
」
や
「
施
行
所
の
札
」
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

一
、
当
時
の
記
録
お
よ
び
先
行
研
究

お
か
げ
参
り
は
、
大
変
大
き
な
出
来
事
で
あ
り
、
書
か
れ
た
も
の
は
沢
山
あ
る

が
、
面
白
可
笑
し
く
書
か
れ
た
り
、
大
げ
さ
に
書
か
れ
た
り
で
、
客
観
的
な
も
の

は
少
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
偶
発
的
に
民
衆
の
間
で
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
無

理
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
お
か
げ
参
り
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
比
較
的

多
い
が
、
最
近
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
新
し
い
史
料
の
発
見
が
な
く
、
既
存

の
史
料
に
基
づ
く
研
究
は
、
出
尽
く
し
た
と
い
う
感
が
あ
る
。

文
政
十
三
年
お
か
げ
参
り
に
関
す
る
当
時
の
記
録
と
し
て
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て

い
る
も
の
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
本
報
告
で
引
用
す
る
も
の
に
は
、

(
2
)
 

『
浮
世
の
有
様
巻
の
二
』
（
以
下
、
『
浮
世
の
有
様
』
）

(
3
)
 

『
御
蔭
参
雑
記
』
（
以
下
、
『
雑
記
』
）

(
4
)
 

『
御
蔭
参
宮
文
政
神
異
記
』
（
以
下
、
『
文
政
神
異
記
』
）

(
5
)
 

『
御
影
正
見
記
』

(
6
)
 

『
文
政
十
三
寅
年
伊
勢
御
蔭
参
実
録
鏡
』

(
7
)
 

『
文
政
十
三
年
庚
寅
改
元
天
保
元
年
御
蔭
参
り
」

(
8
)
 

『
御
蔭
群
参
地
名
録
』

に
関
す
る
考
察
は
、
別
の
機
会
に
行
う
こ
と
に
す
る
。

右
記
以
外
に
、
各
地
の
市
町
村
史
等
に
記
載
が
あ
る
。

先
行
研
究
に
は
、
施
行
に
つ
い
て
部
分
的
に
触
れ
て
い
る
も
の
は
多
い
が
、
ま

(
9
)

（

10) 

と
ま
っ
た
も
の
は
、
酒
井
一
氏
と
茨
木
啓
子
氏
の
報
告
の
み
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
酒
井
氏
の
報
告
は
、
伊
勢
の
万
金
丹
本
舗
野
間
商
店
に
お
け
る
施
行
に
つ
い

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
茨
木
氏
の
報
告
は
、
奈
良
県
内
の
施
行
に
つ
い
て
、

市
町
村
史
の
記
載
事
項
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

同
種
の
施
行
の
具
体
的
記
録
と
し
て
、
大
和
国
北
八
木
村
に
お
け
る
施
行
の
記

(11) 

録
『
橿
原
市
恵
比
寿
神
社
保
管
文
書
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
鳥
屋
源
三
郎
と
い
う
大

商
人
が
主
に
な
っ
て
施
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
坂
堂
島
浜
に
お
け
る
施

行
の
記
録
が
『
浮
世
の
有
様
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

二
、
伊
勢
へ
の
街
道

文
政
十
三
年
の
お
か
げ
参
り
は
、
阿
波
国
徳
島
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
阿
波
か
ら
御
所
へ
の
経
路
に
関
し
、
『
雑
記
』
の
閏
三
月
四
日
条
に
左
記
の

記
述
が
あ
る
。

阿
波
ヨ
リ
紀
州
加
田
と
申
所
へ
、
追
々
船
に
て
着
。
殿
様
ヨ
リ
も
施
行
船
、

施
行
駕
の
出
候
由
。

右
記
か
ら
、
阿
波
か
ら
加
田
（
現
、
和
歌
山
市
加
太
）
へ
船
で
来
る
経
路
が
わ

(12) 

か
る
。
ま
た
、
「
大
日
本
行
程
大
絵
図
」
に
は
、
阿
波
国
撫
養
か
ら
加
田
へ
の
航

路
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
御
所
へ
は
こ
の
経
路
が
最
短
で
あ
り
、
阿
波
の
人
々

は
、
こ
の
経
路
で
御
所
へ
来
た
も
の
考
え
ら
れ
る
。

(13) 

『
大
宇
陀
町
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
天
保
元
年
上
町
お
か
げ
灯
籠
建
立
諸

入
用
井
寄
付
記
帳
」
に
、
左
記
の
記
載
が
あ
る
。
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れ
る
。 当

寅
弥
生
の
中
頃
阿
波
の
国
よ
り
数
万
人
伊
勢
参
宮
い
た
し
、
お
か
げ
参
り

と
唱
へ
、
（
中
略
）
紀
伊
の
国
加
田
浦
よ
り
和
歌
山
御
城
下
二
至
、
又
ハ
泉

州
堺
浦
へ
着
船
、
（
後
略
）

堺
へ
直
接
船
で
渡
る
方
法
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
文
政

神
異
記
』
に
は
、
撫
養
か
ら
淡
路
島
を
経
由
し
て
播
州
に
行
く
経
路
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
阿
波
か
ら
本
州
へ
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
経
路
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
加
太
か
ら
御
所
へ
は
、
紀
ノ
川
沿
い
に
橋
本
・
五
条
を
経
由
す
る
経
路
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
経
路
お
よ
び
伊
勢
へ
の
街
道
を
図
1
に
示
す
。

御
所
か
ら
伊
勢
へ
は
、
初
瀬
街
道
・
伊
勢
本
街
道
・
和
歌
山
街
道
の
三
つ
の
街

道
が
あ
る
。
初
瀬
街
道
と
伊
勢
本
街
道
は
、
榛
原
で
分
か
れ
て
い
る
が
、
桜
井
・

初
瀬
を
経
由
し
て
榛
原
に
至
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
街
道
へ
出
る
場
合
は
、
ま

ず
桜
井
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
御
所
か
ら
桜
井
へ
は
、
北
へ
行
き
、
高
田

で
竹
内
峠
か
ら
の
道
（
横
大
路
）
に
合
流
す
る
経
路
、
北
東
に
進
み
八
木
を
経
由

す
る
経
路
、
東
へ
行
き
土
佐
（
現
、
高
市
郡
高
取
町
）
を
経
由
す
る
経
路
等
が
考

え
ら
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
東
御
所
に
中
飯
の
摂
待
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
八
木
を
経
由
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

和
歌
山
街
道
は
、
五
条
と
御
所
の
間
の
宇
野
か
ら
、
し
ば
ら
く
吉
野
川
沿
い
に

進
み
、
海
抜
八
八
六
メ
ー
ト
ル
の
高
見
峠
を
越
え
て
、
田
丸
で
伊
勢
本
街
道
と
合

流
し
、
伊
勢
に
入
る
。
和
歌
山
街
道
へ
出
る
た
め
に
は
、
宿
泊
者
が
最
も
多
い
紀

伊
•
阿
波
の
人
た
ち
は
、
引
き
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
後
で
述
べ
る

が
、
こ
の
街
道
の
途
中
の
吉
野
方
面
の
人
た
ち
も
御
所
で
施
行
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
街
道
の
高
見
峠
は
、
海
抜
が
最
も
高
く
、
山
道
が
長
く
、
施
行
を
行
う
と
こ

ろ
も
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
街
道
は
敬
遠
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

る。
伊
勢
本
街
道
と
初
瀬
街
道
と
を
比
べ
る
と
、
初
瀬
街
道
は
、
距
離
は
長
い
が
、

道
は
楽
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
山
道
が
少
な
く
、
施
行
を
受
け
る
と
こ
ろ

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
『
文
政
神
異
記
』
に
記
載
の
宮
川
の
渡
し
の
上
・
下
の
人

数
の
違
い
を
考
え
て
も
、
初
瀬
街
道
の
方
が
、
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

御
所
の
宿
泊
者
の
中
に
は
、
御
所
よ
り
東
の
国
の
人
た
ち
が
多
数
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
、
伊
勢
参
宮
の
み
が
目
的
で
あ
れ
ば
、
御
所
に
来
る
こ

と
は
な
い
。
伊
勢
参
宮
の
つ
い
で
に
、
西
国
三
十
三
ヵ
所
ま
た
は
高
野
山
へ
参
詣

す
る
こ
と
を
考
え
た
人
た
ち
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
西
国
三
十
三
ヵ
所
第
五

番
河
内
葛
井
寺
か
ら
同
第
六
番
大
和
壺
阪
寺
へ
は
、
竹
内
峠
を
越
え
て
新
庄

（
現
、
葛
城
市
）
を
経
由
し
、
御
所
を
通
っ
て
土
佐
か
ら
行
く
経
路
が
あ
る
。
高

野
街
道
は
、
竹
内
峠
の
東
か
ら
葛
城
山
の
麓
を
南
進
し
て
、
風
の
森
峠
で
五
条
ヘ

の
道
と
合
流
す
る
。
こ
の
道
は
、
御
所
町
の
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
を
通
っ
て
い

後
述
す
る
よ
う
に
、
和
泉
•
河
内
・
摂
津
・
播
磨
を
は
じ
め
播
磨
以
西
の
国
々

の
人
々
が
、
数
多
く
御
所
に
来
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
方
面
か
ら
は
、
竹
内
峠
ま
た

は
穴
虫
峠
を
越
え
て
、
御
所
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
峠

は
、
横
大
路
を
経
由
し
て
初
瀬
街
道
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
、
直
接
伊
勢
に
行
く

こ
と
が
で
き
る
。
御
所
は
、
こ
の
街
道
筋
か
ら
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
に
ず
れ
て

い
る
の
で
、
寄
り
道
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
施
行
の
噂
を

聞
い
て
、
わ
ざ
わ
ざ
御
所
に
来
て
施
行
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
出
発
地
か
ら
伊
勢
へ
の
直
線
的
な
ル
ー
ト
を
辿
っ
た
だ

け
で
は
理
解
し
に
く
い
ほ
ど
多
方
面
か
ら
御
所
に
向
か
い
、
御
所
の
地
で
施
行
を

受
け
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
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文
政
十
三
年
の
お
か
げ
参
り
に
お
け
る
御
所
町
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
「
毎
日

泊
名
前
」
、
「
寄
進
帳
」
お
よ
び
「
立
山
次
第
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
立
山

次
第
書
」
の
序
文
に
は
、
左
記
の
記
述
が
あ
る
。

参
詣
之
く
ん
じ
ゅ
う
櫛
之
は
を
引
が
如
く
、
泊
り
／
＼
の
な
ん
じ
ゅ
う
見
る

に
忍
ひ
ず
、
依
而
こ
の
里
の
世
話
人
打
寄
、
施
行
宿
を
思
ひ
立
、
町
中
隣
村

の
厚
志
を
こ
ひ
受
、
北
町
に
は
中
飯
の
施
行
、
東
に
も
ひ
る
の
に
ぎ
り
喰
、

会
所
ま
え
町
に
ハ
泊
り
宿
、
毎
夜
／
＼
の
参
詣
宿
、
百
人
弐
百
人
の
取
り

持
、
世
話
方
の
骨
お
り
い
わ
ん
か
た
な
く
（
後
略
）

「
会
所
ま
え
町
に
ハ
泊
り
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
会
所
前
（
現
、
神
宮
町
）

に
は
蔵
屋
敷
が
あ
り
、
こ
こ
で
宿
泊
の
施
行
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
御
所

(14) 

は
、
当
時
幕
府
領
で
、
高
取
藩
の
預
け
地
と
な
っ
て
い
た
。
「
御
成
箇
免
定
」
等

に
よ
る
と
、
年
貢
は
、
全
て
銀
で
納
め
ら
れ
て
お
り
、
蔵
屋
敷
は
、
あ
ま
り
機
能

し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
宿
泊
所
に
利
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
北
町
に
は
中
飯
の
施
行
、
東
に
も
ひ
る
の
に
ぎ
り
喰
」
と
あ
る
。
北
町
（
現
、

中
央
通
り
）
は
、
竹
内
峠
方
面
か
ら
の
入
口
で
あ
る
。
御
所
は
、
葛
城
川
を
は
さ

ん
で
西
御
所
と
東
御
所
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
右
記
の
「
東
」
は
、
東
御
所
を
差

す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
東
御
所
に
は
、
当
時
、
阪
口
町
・
代
官
町
・
寺
内
と
い
う

三
つ
の
町
が
あ
っ
た
。
伊
勢
へ
の
道
筋
に
あ
る
の
は
、
寺
内
と
阪
口
町
で
あ
る
。

寺
内
は
、
後
述
の
よ
う
に
寄
進
の
数
も
少
な
く
、
終
了
後
の
行
事
の
立
山
に
も
参

加
し
て
い
な
い
の
で
、
阪
口
町
（
現
、
大
橋
通
り
一
丁
目
）

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
、
御
所
町
に
お
け
る
施
行

で
施
行
が
行
わ
れ
た
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「
毎
日
泊
名
前
」
に
記
載
さ
れ
た
人
数
を
集
計
す
る
と
、
宿
泊
者
の
総
数
は
、

九
千
七
百
二
十
九
人
で
あ
る
。
表
1
に
は
、
国
別
の
人
数
・
組
数
・
組
平
均
人
数

写真1

②
 る。

•
日
数
•
最
初
の
日
•
最
後
の
日
・
ピ
ー
ク
月
・
ピ
ー
ク
月
人
数
ふ
祖
最
大
人
数

を
示
す
。
ま
た
、
国
別
•
月
別
の
宿
泊
者
を
集
計
し
た
も
の
を
表
2

に
示
す
。
国

別
の
集
計
に
お
い
て
、
大
坂
•
江
戸
・
堺
•
京
都
・
小
豆
島
・
長
崎
は
、
ほ
と
ん

ど
国
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
別
に
集
計
し
た
。
こ
れ
ら
の
表
の
他
に
、
各

日
の
宿
泊
者
の
人
数
・
天
候
•
太
陽
暦
の
月
日
、
大
和
の
宿
泊
者
の
出
身
地
、
女

性
グ
ル
ー
プ
の
宿
泊
者
等
の
表
を
作
成
し
た
が
、
紙
面
の
関
係
で
割
愛
す
る
。
な

(15) 

お
、
天
候
は
、
大
坂
町
奉
行
新
見
正
路
の
日
記
を
利
用
し
、
太
陽
暦
の
月
日
は
、

(16) 

『
日
本
暦
日
原
典
』
を
参
照
し
た
。
こ
れ
ら
の
表
か
ら
左
記
の
こ
と
が
い
え
る
。

①
大
隅
•
隠
岐
・
壱
岐
以
外
の
全
て
の
国
の
人
が
宿
泊
し
て
お
り
、
伊
勢
よ
り

東
の
国
々
も
全
て
含
ま
れ
て
い
る
。
お
か
げ
参
り
が
、
伊
勢
参
詣
の
み
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
伊
勢
よ
り
東
の
国
の
人
が
御
所
に
来
る
こ
と
は
な
い

始
ま
り
は
閏
三
月
四
日
で
あ
る
が
、
こ
の
日
に
紀
伊
：
五
人
、
阿
波
：
ニ

人
、
丹
波
：
六
人
、
播
磨
：
二
人
が
宿
泊
し
て
い
る
。
丹
波
・
播
磨
が
施
行
の

初
日
に
宿
泊
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
宿
泊
者
の
多
い
国
は
、
紀
伊
：
四
千
八
十
一
人
、
阿
波
：
九
百
二
十
七
人
、

大
和
：
四
百
四
十
七
人
、
越
後
：
三
百
四
十
三
人
、
播
磨
：
二
百
五
十
九
人
、

石
見
：
二
百
三
十
四
人
で
、
紀
伊
が
全
体
の
四
十
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

④
 番

目
）
、
伯
香
：
八
十
九
人
（
二
十
番
目
）
で
あ
り
、
山
陰
地
方
が
比
較
的
多

い
。
こ
れ
ら
の
国
の
ピ
ー
ク
月
は
遅
い
が
、
初
出
は
早
い
よ
う
で
あ
る
。

⑤
 

人
数
の
多
い
順
の
六
番
目
は
、
石
見
で
あ
る
が
、
出
雲
：
百
三
十
人
（
十
四

閏
三
月
九
日
ま
で
に
宿
泊
し
た
、
五
畿
内
•
紀
伊
•
四
国
以
外
の
国
の
初
出

は
、
五
日
：
尾
張
、
六
日
：
長
門
・
豊
後
・
越
前
（
一
人
）
、
七
日
：
越
中
・

は
ず
で
あ
る
。

秩入り五冊
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国 人数 組数
組平均

日数 最初の日 最後の日
ピーク ピーク 組最大

人数 月 月人数 人数

38 肥後 37 11 3.36 11 3月27日 8月21日 6月 20 ， 
39 備後 36 13 2.77 10 4月3日 8月18日 5月 14 ， 
40 因 幡 34 ， 3.78 ， 3月12日 8月17日 8月 19 7 

41 出 羽 33 18 1.83 16 3月8日 8月22日 5月 23 7 

42 佐渡 32 6 5.33 5 3月7日 8月5日 5月 15 15 

43 駿河 30 14 2.14 12 3月12日 9月6日 8月 10 8 

44 研訊 -別 30 ， 3.33 ， 5月13日 9月 1日 8月 21 ， 
45 山城 26 12 2.17 12 3月14日 7月22日 3月 11 6 

46 若狭 26 8 3.25 8 4月4日 9月5日 5月 14 14 

47 越中 25 7 3.57 7 3月7日 6月10日 5月 ， 6 
48 武蔵 23 16 1.44 16 4月8日 9月4日 8月 6 2 

49 美作 21 10 2.10 10 3月19日 9月8日 8月 8 8 

50 甲斐 20 11 1.82 11 3月12日 9月2日 5月 11 3 

51 三河 18 ， 2.00 8 3月9日 8月29日 5月 7 5 

52 上総 16 5 3.20 4 4月22日 6月22日 6月 10 ， 
53 上野 16 ， 1.78 8 5月7日 9月2日 6月 7 2 

54 飛騨 15 11 1.36 10 4月29日 9月4日 5月 5 2 

55 日 向 15 2 7.50 2 4月25日 6月13日 6月 14 14 

56 伊豆 12 5 2.40 5 3月12日 9月4日 6月 6 6 

57 早皿 → 則 12 6 2.00 6 4月8日 7月8日 4月 5 4 

58 下野 11 ， 1.22 8 4月26日 8月12日 6月 4 2 

59 小豆島 10 2 8.00 2 3月26日 4月11日 3月 8 8 

60 伊賀 ， 4 2.25 4 5月2日 8月11日 6月 5 5 

61 下総 ， 6 1.50 6 4月8日 8月26日 4月 5 4 

62 志摩 8 4 2.00 4 3月21日 7月8日 5月 4 4 

63 能登 8 4 2.00 4 5月6日 8月18日 5月 3 3 

64 常陸 7 3 2.33 3 4月23日 7月7日 4月 4 4 

65 筑後 4 2 2.00 2 5月14日 6月 1日 5月 2 2 

66 長崎 4 3 1.50 3 4月23日 7月8日 5月 2 2 

67 土佐 3 2 1.50 2 5月 1日 6月21日 6月 2 2 

68 相模 2 1 2.00 1 9月6日 9月 2 2 

69 薩摩 2 1 2.00 1 7月19日 7月 2 2 

70 安房 1 1 1.00 1 8月29日 8月 1 1 

71 対馬 1 1 1.00 1 8月25日 8月 1 1 

72 不明 17 7 

合計 9,729 2,919 3.33 181 3月4日 9月8日 3月 2,966 77 

注） 3月は、全て閏 3月である。
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表 1 国別宿泊者

国 人数 組数
組平均

日数 最初の日 最後の日
ピーク ピーク 組最大

人数 月 月人数 人数

1 紀伊 4,073 1,096 3.72 155 3月4日 9月6日 3月 1,580 22 

2 阿波 887 208 4.26 108 3月4日 9月6日 3月 417 77 

3 大和 449 151 2.97 88 3月6日 9月6日 4月 183 17 

4 越後 355 73 4.86 52 3月8日 9月8日 5月 145 30 

5 播磨 256 84 3.05 57 3月4日 9月3日 3月 135 13 

6 石見 234 41 5.71 30 3月13日 8月18日 6月 87 22 

7 和泉 206 79 2.61 60 3月7日 9月4日 5月 67 ， 
8 伊予 206 65 3.17 47 3月11日 9月 1日 6月 75 11 

， 讃岐 198 64 3.09 55 3月8日 9月6日 3月 48 16 

10 河内 151 63 2.40 46 3月9日 9月6日 5月 49 8 

11 遠江 135 47 2.87 38 3月9日 9月4日 3月 26 21 

12 大坂 134 63 2.13 48 3月5日 8月27日 5月 43 14 

13 豊後 131 36 3.64 33 3月6日 9月 1日 5月 57 ， 
14 出雲 130 19 6.84 17 3月8日 9月4日 6月 68 40 

15 江戸 116 69 1.68 49 4月22日 9月8日 6月 42 5 

16 周坊 114 27 4.22 23 3月9日 8月12日 6月 38 24 

17 摂津 99 43 2.30 37 3月12日 8月26日 3月 31 11 

18 尾張 91 48 1.90 42 3月5日 9月8日 4月 24 6 

19 丹波 89 21 4.24 19 3月22日 7月20日 3月 49 IO 

20 伯者 89 18 4.94 18 4月12日 9月5日 4月 40 20 

21 長 門 85 22 3.86 21 3月6日 9月2日 4月 29 17 

22 備 中 83 24 3.46 21 3月12日 8月12日 4月 31 18 

23 越前 82 28 2.93 22 3月6日 9月4日 6月 43 27 

24 安芸 81 29 2.79 25 3月8日 9月8日 4月 28 12 

25 淡路 73 15 4.87 13 3月12日 6月22日 3月 46 5 

26 加賀 68 26 2.62 24 3月20日 8月12日 6月 30 6 

27 備前 59 26 2.27 22 3月11日 8月4日 3月 16 6 

28 美濃 58 27 2.15 26 3月12日 9月6日 6月 15 5 

29 伊勢 57 19 3.00 18 3月8日 9月6日 4月 16 7 

30 但馬 53 17 3.12 14 3月16日 8月26日 7月 29 8 

31 丹後 52 12 4.33 12 3月21日 8月18日 6月 15 ， 
32 信濃 50 26 1.92 21 3月11日 9月6日 7月 16 6 

33 肥前 47 15 3.13 15 3月19日 9月8日 3月 14 8 

34 近江 46 20 2.30 19 3月8日 8月6日 6月 20 11 

35 堺 42 13 3.23 13 3月15日 8月24日 4月 14 7 

36 陸奥 40 22 1.82 18 3月19日 8月18日 6月 8 6 

37 京都 37 22 1.68 21 3月15日 8月29日 6月 12 5 

-7-



国 閏3月人数 4月人数 5月人数 6月人数 7月人数 8月人数 9月人数 計人数

37 京都 1 11 2 12 3 8 37 

38 肥後 10 5 20 2 37 

39 備後 11 14 6 5 36 

40 因幡 3 5 4 3 19 34 

41 出 羽 1 5 23 3 1 33 

42 佐渡 10 15 6 1 32 

43 駿河 3 6 5 1 10 5 30 

44 k坑k 一月IJ 3 2 21 4 30 

45 山城 11 2 3 8 2 26 

46 若狭 4 5 14 1 2 26 

47 越 中 6 8 ， 2 25 

48 武蔵 4 2 5 3 6 3 23 

49 美作 3 1 5 2 8 2 21 

50 甲斐 1 4 11 2 1 1 20 

51 三河 1 1 7 5 1 3 18 

52 上総 1 5 10 16 

53 上野 2 7 2 3 2 16 

54 飛騨 2 5 2 4 1 1 15 

55 日 向 1 14 15 

56 伊豆 2 1 6 2 1 12 

57 早卑 → 月lj 5 4 2 1 12 

58 下野 1 1 4 4 1 11 

59 小豆島 8 2 10 

60 伊賀 3 5 1 ， 
61 下総 1 5 1 2 ， 
62 志摩 1 2 4 1 8 

63 能登 3 2 3 8 

64 常陸 4 1 2 7 

65 筑後 2 2 4 

66 長崎 1 2 1 4 

67 土佐 1 2 3 

68 相模 2 2 

69 薩摩 2 2 

70 安房 1 1 

71 対馬 1 1 

72 不明 5 5 3 2 1 1 17 

合計 2,966 2,451 1,722 1,227 587 624 152 9,729 
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表 2 月別•国別宿泊者

国 閏3月人数 4月人数 5月人数 6月人数 7月人数 8月人数 9月人数 計人数

1 紀伊 1,580 1,503 510 204 98 149 29 4,073 

2 阿波 417 132 214 41 24 43 16 887 

3 大和 159 183 56 16 7 22 6 449 

4 越後 17 26 145 111 44 10 2 355 

5 播磨 135 46 24 11 25 14 1 256 

6 石見 35 ， 59 87 42 2 234 

7 和泉 45 31 67 27 17 17 2 206 

8 伊予 11 68 75 31 20 1 206 

， 讃岐 48 34 24 36 30 
． 
14 12 198 

IO 河内 40 17 49 31 6 4 4 151 

11 遠江 26 6 12 40 8 41 2 135 

12 大坂 25 29 43 17 12 8 134 

13 豊後 18 29 57 16 2 8 1 131 

14 出雲 26 12 68 5 16 3 130 

15 江戸 5 13 42 34 19 3 116 

16 周坊 18 25 14 38 16 3 114 

17 摂津 31 36 10 7 7 8 99 

18 尾張 24 17 20 4 ， 14 3 91 

19 丹波 49 16 2 4 1 17 89 

20 伯者 40 12 ， 3 10 15 89 

21 長門 28 29 5 10 2 5 6 85 

22 備 中 17 31 20 8 3 4 83 

23 越前 10 2 ， 43 3 13 2 82 

24 安芸 16 28 7 17 8 2 3 81 

25 淡路 46 18 ， 73 

26 加賀 6 7 ， 30 7 ， 68 

27 備前 16 14 17 7 5 59 

28 美濃 2 2 15 15 8 8 8 58 

29 伊勢 10 16 10 11 4 6 57 

30 但馬 2 18 29 4 53 

31 丹後 11 6 14 15 3 3 52 

32 信濃 2 3 12 8 16 8 1 50 

33 肥前 14 1 13 6 3 8 2 47 

34 近江 7 6 2 20 6 5 46 , 

35 堺 ， 14 13 4 2 42 

36 陸奥 4 3 5 8 12 8 40 
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新
見
の
日
記
に
よ
る
と
、
五
月
七
日
は
終
日
強
雨
で
、
雨
の
日
が
二
日
続
い

て
い
る
。
五
月
七
日
は
、
太
陽
暦
の
六
月
二
十
七
日
で
あ
り
、
台
風
の
影
響
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
雨
の
日
で
も
人
は
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

⑪
七
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
の
お
盆
の
期
間
は
、
施
行
宿
を
休
ん
で
い
る
。
こ

⑩ ⑨
 

⑧
 

⑦ ⑥
 る。

一
日
の
宿
泊
者
の
人
数
の
最
大
は
、
閏
三
月
十
九
日
の
百
九
十
五
人
で
あ

江
戸
は
百
十
六
人
と
比
較
的
人
数
が
多
い
が
、
初
出
が
四
月
二
十
二
日
と
遅

い
。
こ
れ
は
、
江
戸
に
伝
わ
っ
た
時
期
が
遅
く
、
ま
た
人
口
が
多
か
っ
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。

る。 れ
る
。

佐
渡
、
八
日
：
出
雲
•
伊
勢
・
出
羽
（
一
人
）
•
安
芸
・
近
江
、
九
日
：
遠
江

•
三
河
（
一
人
）
・
周
防
、
で
あ
る
。
六
日
に
五
人
の
豊
後
の
グ
ル
ー
プ
、
な

ら
び
に
八
日
に
出
雲
の
八
人
の
女
性
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
一
人
で
は
あ
る
が
、
出

羽
の
人
が
宿
泊
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

組
の
最
大
の
人
数
は
、
五
月
十
五
日
に
宿
泊
し
た
阿
波
の
七
十
七
人
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
勢
の
グ
ル
ー
プ
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
に

つ
い
て
は
興
味
が
あ
る
。
出
発
時
点
か
ら
大
人
数
と
す
る
と
、
制
約
を
排
除
し

て
村
を
出
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
体
カ
・
所
持
金
等
の

差
を
考
え
る
と
グ
ル
ー
プ
を
維
持
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
と
思
う
。
少
人
数

の
グ
ル
ー
プ
が
旅
の
途
中
で
、
離
合
集
散
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ

組
平
均
人
数
を
み
る
と
、
全
部
の
平
均
は
、
三
•
三
三
人
で
あ
る
が
、
江
戸

が
一
•
六
八
人
、
京
都
も
一
•
六
八
人
、
大
坂
が
ニ
・
―
二
人
と
大
き
な
町
が

少
な
い
。
こ
れ
は
、
町
の
人
は
一
人
で
旅
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ

葛
上
郡
の
宿
泊
者
は
、
何
れ
も
御
所
の
近
く
で
、
徒
歩
三
十
分
か
ら
二
時
間

の
範
囲
で
あ
る
。
『
浮
世
の
有
様
』
に
あ
る
よ
う
に
「
口
す
ぎ
に
施
行
受
け
歩

行
て
、
処
々
の
施
行
宿
に
泊
ま
り
ぬ
る
が
」
と
い
う
よ
う
に
施
行
を
受
け
る
こ

と
が
目
的
で
あ
っ
た
、
午
後
遅
く
に
思
い
立
っ
て
出
発
し
た
、
参
宮
者
で
は
な

入
申
候
。
併
四
軒
と
ハ
乍
申
、
大
工
せ
い
・
下
駄
清
二
而
入
申
候
。
尤
右

ふ
ろ
之
義
余
り
永
く
之
事
故
、
夫
々
ふ
ろ
屋
職
二
候
間
、
い
つ
迄
も
無
銭

二
而
ハ
甚
た
気
之
毒
と
及
候
故
、
六
月
十
日
よ
り
施
行
所
二
而
箱
ふ
ろ

仕
、
右
参
詣
人
壱
々
施
行
所
に
而
湯
二
入
申
候
。

右
記
に
よ
り
、
風
呂
屋
四
軒
に
よ
っ
て
、
六
月
十
日
ま
で
に
一
万
九
百
十
八
人

に
対
し
て
風
呂
の
施
行
を
し
た
事
が
わ
か
る
。
六
月
十
日
ま
で
の
宿
泊
者
は
、
七

千
五
百
七
十
九
人
で
あ
る
。
四
軒
の
風
呂
屋
で
施
行
を
行
っ
て
お
り
、
人
数
の
集

計
が
正
し
い
と
は
い
え
な
い
が
、
約
三
千
三
百
人
は
、
宿
泊
せ
ず
風
呂
の
施
行
の

⑭ ⑬ ⑫ 

閏
三
月
四
ヨ
リ
六
月
十
日
迄

の
間
、
旅
行
中
の
人
た
ち
は
、
食
事
・
宿
泊
を
ど
う
し
た
か
が
問
題
で
あ
る
。

大
和
の
宿
泊
者
で
は
、
紀
伊
か
ら
の
途
中
の
宇
智
郡
の
人
が
多
い
。
ま
た
、

葛
上
郡
で
も
紀
伊
方
面
の
村
の
人
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
阿
波
•
和
歌
山
か

ら
の
人
た
ち
に
合
流
し
て
参
宮
し
た
人
が
多
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

吉
野
郡
は
和
歌
山
街
道
沿
い
に
あ
る
。
こ
の
地
方
の
人
が
御
所
へ
来
る
の

は
、
伊
勢
へ
の
逆
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
お
か
げ
参
り
で
は
、
和
歌
山
街
道

は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

く
寄
進
を
持
っ
て
き
て
帰
れ
な
く
な
っ
た
等
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

「
寄
進
帳
」
の
跛
文
に
、
左
記
の
記
述
が
あ
る
。

風
呂
之
施
行

壱
万
九
百
拾
八
人
下
駄
屋
清
兵
衛
、
大
工
清
左
衛
門
、
上
せ
ん
屋
宗

兵
衛
、
常
門
屋
善
兵
衛
、
ふ
ろ
屋
四
軒
二
而
右
之
人
数
毎
夜
施
行
ふ
ろ
二

-10-



み
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
各
地
の
市
町
村
史
に
施
行
を
し
た
と
い
う
記
載
は
多

く
あ
る
が
、
風
呂
の
施
行
を
行
っ
た
と
い
う
記
載
は
な
い
。
こ
の
風
呂
の
施
行

が
、
多
く
の
人
を
御
所
に
呼
ん
だ
要
因
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
六
月
十
日
以

降
は
、
施
行
所
で
湯
に
入
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
毎
日
泊
名
前
」
の
閏
三
月
二
十
六
日
条
に
左
記
の
記
述
が
あ
る
。

妙
通
郡
（
名
西
郡
）
桜
間
村

右
親
子
三
人
之
内
母
親
病
気
取
合
、
剰
乳
呑
子
壱
人
有
之
候
、
病
気
中
町

マ

マ

方
二
而
乳
貰
ひ
養
育
セ
話
致
遣
り
、
其
細
町
役
人
ヨ
リ
大
坂
阿
波
蔵
敷
代

官
所
へ
及
引
合
、
蔵
屋
敷
よ
り
、
右
病
人
夫
栄
蔵
呼
二
被
遣
候
処
、
同
四

月
八
日
二
常
受
仕
暫
ノ
間
介
抱
致
居
候
得
共
無
其
儀
、
依
て
同
四
月
十
六

日
に
右
親
子
四
人
共
駕
二
而
大
坂
へ
返
し
渡
し
申
候
以
上

こ
の
記
述
か
ら
、
乳
飲
み
子
を
含
む
母
子
三
人
で
参
宮
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
日
に
は
、
同
じ
村
の
宿
泊
者
は
な
く
、
こ
の
三
人
の
単
独
の

旅
で
あ
る
。
閏
三
月
二
十
六
日
に
発
病
し
、
四
月
八
日
に
は
阿
波
か
ら
夫
が
来
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
御
所
の
町
役
人
か
ら
大
坂
蔵
屋
敷
↓
阿
波
藩
↓
桜
間
村

と
い
う
連
絡
が
、
比
較
的
短
期
間
に
で
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
毎
日
泊
名

前
」
は
、
日
付
順
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
出
来
事
は
閏
三
月
二
十
六
日
か
ら

四
月
十
六
日
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
が
二
十
六
日
の
冒
頭
に
ま
と
め
て
書
か
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
帳
面
は
、
後
で
清
書
さ
れ
た
こ
と
が
は
っ
き
り

と
わ
か
る
。

そ
の
他
、
「
寄
進
帳
」
跛
文
に
は
、
「
施
行
宿
初
り
候
ヨ
リ
終
り
迄
参
詣
之
人
数

へ
毎
朝
立
候
節
、
壱
銭
弐
銭
つ
、
持
せ
候
」
と
あ
り
、
「
立
山
次
第
書
」
序
文
に

は
、
「
暮
れ
は
蚊
の
ふ
せ
ぎ
、
く
つ
さ
み
す
れ
ハ
薬
の
施
行
、
医
の
御
見
舞
」
等

の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
施
行
も
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
人

阿
州

お
松
女

⑥
 施

行
を
受
け
た
人
た
ち
が
歌
等
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
糊
付
け
し
た
と

思
わ
れ
る
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
行
所
に
貼
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
ら
の
写
真
を
写
真
2
に
示
す
。
そ
の
一
部
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
出
身
地

が
記
載
さ
れ
て
い
る
②
と
⑥
は
、
「
毎
日
泊
名
前
」
に
宿
泊
者
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
記
録
か
ら
、
②
は
、
紀
伊
曽
屋
村
（
現
、
那
賀
郡
岩
出
町
）
の
八

十
八
歳
の
人
が
一
人
で
旅
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
⑥
か
ら
、
西
国

施
行
の
宿
の

三
十
三
ヵ
所
巡
礼
の
途
中
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
何
れ
も
達
筆
で
、
書

き
手
は
あ
る
程
度
の
教
養
の
あ
る
人
と
思
わ
れ
る
。

御
世
話
方

三
月
堂
古
柳

す
み
よ
り
た
か
き

御
世
話
人
衆
中
江

施
行
の
徳
の

閑
梁

丹
後
竹
野
郡
和
田
野
村

同
行
十
七
人

此
世
に
も
か
な

寅
八
月
六
日
助
蔵

⑤
た
す
か
り
に
来
る
た
す
け
て
や
ろ
う

奉
納
西
国
三
拾
三
所
順
礼

遠
州
浜
宿

④

萬

客

に

め
ぐ
み
に
て
御
所
を
た
い
し
に

せ
わ
の
き
ど
く
に

③
 

恩
を
わ
す
れ
ぬ

か
し
わ
で
の

御
所
の
施
行
て

音
も
き
こ
へ
し
施
行
宿

神
も
ま
ん
ぞ
く

文
政
十
三
年

車
こ
A

ろ

ネ

（
下
部
欠
落
）

ひ
と
や
と
り

神
や
守
ら
ん

御
所
の
た
の
し
み

②

八

十

八

才

行
く
れ
て

草
も
木
も

尻
か
る
に

御
蔭
で
ぬ
け
□
参
宮
人
腰
が
か
る
い
か
足
の
か
る
口

な
び
か
ぬ
国
ハ

な
か
り
け
り
天
照
し
ま
す
神
の
御
蔭
に

①
 
御
蔭
と
て

神
慮
に
叶
い

子
孫
繁
昌
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写真2 礼の歌等

②
 

①
 表

3

で
は
、
項
目
を
「
金
•
銀
•
銭
」
、
「
穀
類
」
、
「
嗜
好
品
」
等
に
分
け
、
そ

れ
ら
の
項
目
の
品
目
毎
に
集
計
し
た
。
計
算
が
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
一
件

当
た
り
の
平
均
の
数
量
を
記
載
し
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
数
量
に
つ
い
て
は
大

き
な
幅
が
あ
り
、
目
安
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
と
思
う
。
こ
れ
ら
に
関
し
、
項
目

毎
に
特
徴
・
問
題
点
・
疑
問
点
等
に
つ
い
て
述
べ
る
。

銀
•
札
•
銭
に
つ
い
て
、
銀
•
札
は
六
十
匁
を
一
両
と
し
、
銭
は
四
千
文
を

一
両
と
し
て
、
金
に
換
算
し
て
集
計
し
た
。
銀
•
札
•
銭
と
金
•
南
陵
と
を
合

わ
せ
る
と
、
合
計
五
両
三
分
三
朱
に
な
る
。
札
は
銀
に
比
べ
、
価
値
が
少
し
低

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

デ
ー
タ
が
な
い
の
で
銀
と
同
じ
と
し
た
。

米
•
白
米
の
寄
進
は
二
十
二
石
強
で
、
宿
泊
者
の
数
は
九
千
七
百
二
十
九
人

で
あ
る
。
宿
泊
者
の
食
事
の
み
で
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
が
、
昼
に
通
行
者
に
握

は
、
こ
の
件
数
よ
り
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
か
げ
参
り
へ
の
施
行
に
対
し
、
町
の
内
外
か
ら
寄
進
が
あ
っ
た
。
寄
進
を
受

け
た
金
品
の
内
訳
を
表
3
に
示
す
。
御
所
町
内
か
ら
の
寄
進
と
近
隣
の
村
々
か
ら

の
も
の
に
分
け
て
集
計
し
た
。
品
名
の
み
で
数
量
の
記
載
が
な
く
、
集
計
が
で
き

な
い
も
の
は
、
件
数
の
集
計
の
み
と
し
て
い
る
。
件
数
に
関
し
、
一
人
で
同
時
に

複
数
の
品
物
を
寄
進
し
た
場
合
は
、
そ
の
品
物
の
数
‘
―
つ
の
品
物
を
複
数
人
で

寄
進
し
た
場
合
は
、
一
件
と
し
て
い
る
。
件
数
は
、
御
所
町
内
六
百
七
十
件
、
近

隣
の
村
五
百
二
十
二
件
、
他
国
二
件
で
、
計
千
百
九
十
四
件
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
人
で
複
数
回
の
寄
進
し
て
い
る
人
が
あ
る
一
方
、
村
中
や
町
中
で
ま
と
め
た
寄

進
が
あ
り
、
寄
進
し
た
人
の
数
と
件
数
と
は
一
致
し
な
い
。
寄
進
し
た
人
の
数

四
、
御
所
町
の
施
行
に
対
す
る
寄
進
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③
 ら

れ
る
。

り
飯
を
施
行
し
た
と
す
れ
ば
、
不
足
す
る
よ
う
に
思
え
る
。
奈
良
市
近
辺
の
施

(17) 

行
に
関
し
、
『
井
上
町
中
年
代
記
』
に
は
、
「
米
ハ
旅
人
よ
り
受
取
、
た
き
申

候
。
味
噌
汁
又
ハ
お
か
ず
ハ
夫
々
つ
け
申
候
」
と
あ
り
、
宿
泊
者
か
ら
も
ら
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
麦
の
寄
進
が
少
な
く
、
当
時
麦
飯
が
一
般
的
と
す

る
説
に
は
、
疑
問
が
あ
る
。

⑤
 

(18) 

「
ま
こ
の
粉
」
は
、
『
全
国
方
言
辞
典
』
に
よ
る
と
、
奈
良
地
方
の
方
言
で
、

小
麦
粉
と
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
食
べ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

④
酒
の
寄
進
が
合
計
一
石
八
斗
七
升
あ
る
。
こ
れ
ら
の
他
に
「
御
神
酒
」
と
し

(19) 

て
量
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
『
新
庄
町
史
』
に
「
酒
の
施
行
し

た
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
宿
泊
者
に
饗
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

薪
•
柴
•
枝
に
つ
い
て
は
、
近
隣
か
ら
の
寄
進
が
圧
倒
的
に
多
く
、
山
に
近

い
村
か
ら
の
寄
進
で
あ
る
。
割
木
に
つ
い
て
は
、
九
百
四
十
件
目
前
後
に
、
町

役
人
等
か
ら
の
ま
と
ま
っ
た
寄
進
が
あ
る
。
「
寄
進
帳
」
跛
文
に
、
六
月
十
日

以
降
、
風
呂
の
施
行
を
施
行
所
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
割
木
の
寄
進
を
依
頼
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

⑥
醤
油
の
寄
進
は
多
く
、
量
の
分
か
る
も
の
の
合
計
は
一
石
九
斗
で
あ
る
。
現

在
の
醤
油
の
消
費
量
を
考
え
る
と
、
消
費
し
き
れ
な
い
よ
う
な
量
で
あ
る
。
醤

油
の
量
が
多
い
の
は
、
萩
之
本
村
（
現
、
橿
原
市
―
町
）
か
ら
一
石
の
寄
進
が

あ
っ
た
こ
と
が
―
つ
の
要
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
寄
進
は
三
百
九
十
六
件

目
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
御
所
町
か
ら
五
斗
五
升
の
寄
進
を
受
け
て
い
る
。
常

識
的
に
は
、
十
分
な
量
の
醤
油
が
あ
れ
ば
、
他
の
品
物
に
替
え
る
よ
う
に
依
頼

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
し
て
い
な
い
。
現
在
と
醤
油
の
使

い
方
が
違
っ
て
い
て
大
量
に
必
要
で
あ
っ
た
、
換
金
し
た
等
の
可
能
性
が
考
え

⑫ ⑪ 
る。 期
に
集
中
し
て
お
り
、
冬
の
間
の
野
菜
の
保
存
食
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

⑩ 

一
ヶ
月
の
間
に
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
寄
進
が
あ
っ
た
こ
と

⑨
 
⑧
砂
糖
の
寄
進
は
二
件
で
、
計
一
斤
半
で
あ
る
。
当
時
砂
糖
は
貴
重
で
あ
っ
た

味
噌
の
量
と
し
て
、
「
少
し
」
・
「
少
々
」
・
「
大
重
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ

ら
を
見
る
と
味
噌
の
寄
進
は
少
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
奈
良
の

施
行
で
は
み
そ
汁
を
提
供
し
て
お
り
、
食
事
に
味
噌
汁
を
付
け
る
の
は
一
般
的

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
味
噌
は
各
家
庭
で
自
家
消
費
分
の
み
を
造
っ
て
い

て
、
余
裕
が
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。

と
い
う
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四
月
三
日
の
夕
食
を
東
本
町
（
御
所
町
内
）
が
寄
進
し
て
い
る
が
、
こ
の
日

の
宿
泊
者
は
、
百
十
七
人
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
寄
進
は
、
全
部
で
千
百
九
十

四
件
の
寄
進
の
中
の
八
百
六
十
九
件
目
で
あ
る
。
こ
の
日
は
施
行
開
始
後
約
一

ヶ
月
で
あ
り
、

が
わ
か
る
。
六
日
の
夕
食
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
二
百
六
十
七
件
目
で
、
四
月
三

日
よ
り
前
で
あ
る
か
ら
閏
三
月
で
あ
る
。
施
行
開
始
後
三
日
間
で
、
こ
れ
だ
け

の
件
数
の
寄
進
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(18) 

「
＜
き
」
は
、
『
全
国
方
言
辞
典
』
に
よ
る
と
、
「
大
根
を
葉
茎
共
に
塩
漬
け

し
た
も
の
」
と
な
っ
て
い
る
。
＜
き
の
寄
進
は
、
野
菜
の
寄
進
が
あ
る
前
の
初

干
し
大
根
・
割
干
し
・
切
り
干
し
は
、
近
隣
の
村
か
ら
の
寄
進
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。

一
方
、
と
う
ふ
•
あ
げ
•
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
全
て
町
内
か
ら
の
寄
進

で
あ
る
。
町
と
村
と
の
食
文
化
の
違
い
が
わ
か
る
。

野
菜
に
は
、
季
節
感
が
あ
っ
て
面
白
く
、
時
期
に
よ
っ
て
同
じ
野
菜
が
集
中

し
て
い
る
。
な
す
び
は
、
個
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
合
計
二
千
五
百
六
十

三
個
で
あ
る
。
な
お
、

一
荷
は
五
十
個
と
し
、
数
値
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無

⑦
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御所町 近隣の村• 他国 計
備 考

野菜等 単位 数量 件数 1件当り 数量 件数 1件当り 数量 件数 1件当り

＊ 苫 2 5 7 

ちしゃ 17 25 42 

三月な 7 ， 16 

若な 5 6 11 

ー目おオ

゜
6 6 

その他菜類 4 3 7 からしな、みつば、嫁な

田いも 5 12 17 

いも 3 5 8 

なすび 個 17,622 108 18.8 2,455 66 37.2 2,643 76 34.8 1荷を 50個、数値の無いのは無視

きゅうり 本 239 4 59.8 5 ， 
白うり 本 11 2 5.5 2 4 

なんきん

゜
15 15 15 

牛芽 4 1 5 

大根 5 6 11 

にんじん 1 1 2 

ふき 8 20 28 

わらび 3 

゜
3 

ぜんまい I 

゜
1 

たけのこ 5 15 1 6 

みょうが

゜
1 1 

十八 1 3 4 

豆 荷 1.5 3 3 6 

黒大豆

゜
2 2 

小豆 7 

゜
7 

ゲ二J二．乎百 合

゜
200 2 2 

ごま .,6.. 仁 17 3 1 4 

魚類

うるめ 700 1 

゜
700 1 700入1俵

かます 12 2 

゜
12 2 

大たこ はい 1 1 

゜
1 1 

ざこ 升 3 1 

゜
3 1 

鮎 尾 32 1 

゜
32 1 

薬等

和中散 服 1,050 3 

゜
1,050 3 1人で 500服 2回

薬 服 100 1 

゜
100 1 中村龍品より

施薬 服 155 2 

゜
155 2 中村龍品より

食器等

茶わん 客 10 1 10.0 85 6 14.2 95 7 13.6 

小さら 枚 20 I 20.0 200 1 2000 220 2 110.0 

ぬりかわらけ 枚 100 2 

゜箸 膳 700 2 

゜御膳 1 

゜
1 

履き物等

わらじ 足 645 11 58:6 85 6 14.2 730 17 42.9 

杖 本 15 1 15.0 200 1 200.0 215 2 107.5 

下駄 足 25 2 12.5 

゜
25 2 12.5 

その他

竹、のぼり、注連縄、墨、白木綿、釣り鐘、鳥かご、板、びん付け、丁ちん、その他不明 10件 件数合計 1,194
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表3 寄進された金品の集計

御所町 近隣の村•他国 計 備 考

金•銀•銭 単位 数量 件数 1件当り 数量 件数 1件当り 数量 件数 1件当り 両分朱

銀 分 948 108 8.8 96 8 12 0 1,044 116 9.0 金換算 (60匁： 1両） 1 3 

札 分 310 24 12.9 520 ， 57.8 830 33 25.2 同上 1 1 2 

銭 文 5,015 55 91.2 1,597 18 88.7 6,612 73 90.6 同 (4,000文： 1両） 1 2 2 

金 朱 4 2 20 ， 6 1.5 13 8 1.6 100疋： 1分 3 1 

南陵 片 1 I 2 2 1.0 3 3 1.0 l片： 2朱 1 2 

計 5 3 3 

穀類

米 A ロ 17,622 102 172.8 4,020 69 58.3 21,642 171 126.6 

白米 ムロ 650 3 216.7 60 2 710 5 217 米•白米合計 22石2斗 9升 2合

麦 合 10 1 183 7 26.1 193 8 24.1 

餅米 合 100 3 33.3 

゜
100 3 33.3 

餅 10 1 11 こむぎ餅、おかがみ含む

まこの粉 5 

゜
5 まこの粉は小麦粉

はったい粉他 2 2 他は豆の粉

嗜好品

酒 A ロ 1,590 49 32.4 280 5 56.0 1,870 54 34.6 

焼酎 A ロ 150 5 30.0 

゜
150 5 30.0 

茶 7 10 17 

燃料・照明

割木 駄 27 19 26 28 53 47 荷・束・貫目は集計から除外、

薪 11束 3 7駄2荷 ， 12 近隣+13束

止木ヒ 16束 6 6駄6荷 14 20 近隣十6束

枝

゜
10駄9荷 22 22 近隣の束• 本は集計から除外

油 30 3 10.0 

゜
30 3 10.0 他、米屋嘉兵衛による寄進

ろうそく 6 

゜
6 

その他 とうしん、火打ち、石 豆がら

調味料

醤油 ムロ 550 6 91.7 1,350 5 270.0 1,900 11 172.7 萩之本村から 1件 l石の寄進

味噌 4 3 7 

砂糖 斤 1.5 2 0.8 1.5 2 0.8 

炉皿 俵 1 I I 1 

加工食品等

くき 26 42 68 大根等の塩漬け

漬けもの 26 32 58 

こんにゃく 丁 103 7 14.7 

゜
103 7 14.7 

とうふ・焼とうふ 丁 224 5 44.8 

゜
224 5 44.8 

あげ 10 1 

゜
10 1 

干し大根他 I 19 20 割干し、切り干し

そうめん 把 30 1 

゜
30 1 

こんぶ 2 

゜
2 

煮しめ 5 1 6 

さしみ・すし 2 

゜
2 各 l件、同一人

6日夕食 食 97 1 

゜
97 1 267件目、故に閏 3月

4月3日夕食 食 119 1 

゜
119 1 1,194件中 869件目
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る。 な
い
こ
と
が
多
い
。

⑬ 

―
つ
の
村
か
ら
十
件
程
度
の
ま
と
ま
っ
た
寄
進
が
あ
り
、
数
は
、
六

•
七
個
か
ら
最
高
三
百
個
と
い
う
バ
ラ
ッ
キ
が
あ
る
。
村
で
集
め
て
持
っ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
わ
ら
じ
」
は
七
百
三
十
足
で
、
九
千
七
百
二
十
九
人
の
宿
泊
者
に
対
し
て

は
不
十
分
で
あ
る
。
初
期
は
、
数
量
が
少
な
く
、
中
期
以
降
に
世
話
人
等
が
ま

と
め
て
寄
進
を
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
寄
進
を
み
る
と
、
品
物
の
種
類
が
多
く
、
量
も
ま
ち
ま
ち
で
、
各
自

が
手
近
な
も
の
を
分
相
応
に
寄
進
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
施
行
が

広
く
住
民
に
支
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
お
か
げ
参
り
に
対
す
る
参

加
意
識
の
表
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
寄
進
さ
れ
た
も
の
を
ど
の
よ
う
に
し
て
、

参
宮
者
に
供
さ
れ
た
か
、
金
銭
が
ど
の
よ
う
に
遣
わ
れ
た
の
か
等
、
疑
問
が
多
い

が
、
明
ら
か
に
す
る
方
法
が
な
い
。
ま
た
、
食
習
慣
の
違
い
に
つ
い
て
も
わ
か
ら

御
所
町
内
か
ら
の
寄
進
で
、
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
件
数
は
、
六
百

五
十
三
件
で
あ
る
が
、
一
人
で
複
数
回
の
寄
進
を
し
て
い
る
人
が
あ
る
の
で
、
人

数
は
四
百
三
十
三
人
で
あ
る
。

一
人
平
均
一
•
五
回
の
寄
進
を
し
た
こ
と
に
な

る
。
組
と
し
て
の
寄
進
は
、
三
軒
で
米
五
斗
五
升
と
い
う
よ
う
に
大
き
な
寄
進
が

あ
る
一
方
、
五
軒
で
米
三
升
の
よ
う
な
裏
店
の
人
の
寄
進
が
あ
る
。

寺
内
と
書
か
れ
た
寄
進
は
、
三
件
・
ニ
人
し
か
な
い
。
記
入
漏
れ
や
申
告
漏
れ

が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
終
わ
っ
た
後
の
行
事
に
、
寺
内

の
人
が
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
寺
内
は
関
与
し
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え

最
も
近
い
年
の
天
保
七
年
(
-
八
三
六
）

文
政
十
三
年
に
近
い
年
の
宗
門
改
帳
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
現
存
し
て
い
る

(20) 

の
「
宗
門
改
帳
」
に
よ
る
と
、
御
所
町

視
し
た
。

の
軒
数
は
、
六
百
七
十
五
軒
で
、
寺
内
の
中
心
寺
院
で
あ
る
円
照
寺
の
檀
家
は
、

百
三
十
四
軒
で
あ
る
。
寺
内
に
円
照
寺
以
外
の
寺
院
の
檀
家
が
い
る
は
ず
で
あ

り
、
ま
た
、
寺
内
の
外
に
円
照
寺
の
檀
家
が
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
が
ほ
ぼ
等
し
い
と
仮
定
し
て
、
全
軒
数
か
ら
円
照
寺
の
檀
家
の
数
を

引
く
と
五
百
四
十
一
軒
と
な
る
。
こ
の
数
を
寄
進
し
た
人
数
の
四
百
三
十
三
人
と

の
割
合
を
求
め
る
と
約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
こ
の
計
算
に
は
、
町
と
し
て

の
寄
進
や
匿
名
の
寄
進
等
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、
寺

内
を
除
く
御
所
の
住
人
の
約
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
寄
進
に
参
加
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

寄
進
し
た
村
は
、
葛
上
郡
三
十
四
ヵ
村
（
文
化
十
四
年
(
-
八
一
七
）
村
名
寄

(21) 

高
付
帳
に
よ
る
と
総
村
数
六
十
四
）
、
忍
海
郡
九
ヵ
村
（
同
二
十
）
、
葛
下
郡
一
ヵ

村
、
高
市
郡
五
ヵ
村
、
吉
野
郡
ニ
ヵ
村
で
あ
る
。
寄
進
し
た
村
の
数
は
多
い
が
、

一
・
ニ
件
と
件
数
の
少
な
い
村
、
件
数
の
多
い
村
、
村
と
し
て
村
役
人
等
が
ま
と

め
た
村
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
村
へ
の
情
報
の

伝
わ
り
方
、
伝
わ
っ
た
後
の
村
人
の
対
応
等
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
＼

た
、
村
高
と
寄
進
の
多
い
少
な
い
と
は
、
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

他
国
の
人
の
寄
進
と
し
て
、
「
金
百
疋

喜
代
蔵
」
・
「
南
錬

濃
州
武
儀
郡
上
在
地

喜
代
蔵
の
寄
進
は
八
百
五
十
八
件
目
で
、
夕
食
の
寄
進
が
あ
っ
た
四
月
三
日
の
す

ぐ
前
で
あ
る
。
宿
泊
者
の
名
前
を
調
べ
た
が
見
付
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
人
は
、

寄
進
の
み
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
寄
進
帳
」
の
祓
文
に
は
、
西
口
屋
弥
吉
郎
・
和
泉
屋
善
三
郎
•
平
野
屋
和
助

•
玉
手
屋
吉
兵
衛
•
は
ね
屋
利
兵
衛
•
今
井
屋
安
兵
衛
•
中
村
龍
品
・
今
井
屋
七

兵
衛
の
八
人
が
、
世
話
人
の
代
表
と
し
て
参
宮
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

壱
片

讃
州
高
松
御
領
分
河
野
郡
北
之
庄
村

酒
井
光
庵
」
の
二
件
あ
る
。
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今
の
世
に
、
大
々
神
楽
、
大
神
楽
、
神
楽
と
い
う
三
種
あ
り
。
（
中
略
）
さ

る
故
に
神
楽
と
云
は
、
た
ょ
鼓
吹
の
み
一
段
あ
り
、
大
神
楽
と
云
ふ
は
、
鼓

吹
六
段
、
大
々
神
楽
と
は
、
歌
十
二
段
、
鼓
吹
俳
優
の
態
、
女
舞
の
状
も
あ

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

内
宮
の
禰
宜
薗
田
守
良
神
主
(
-
七
八
五
ー
一
八
四
一
）

本
田
安
次
氏
は
、
著
作
集
『
日
本
の
伝
統
芸
能

と
推
測
さ
れ
る
。

五
、
施
行
終
了
後
の
行
事

よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

第
七
巻

こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
、
「
施
行
所
の
札
」
に
は
会
所
前
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く

跛
文
に
、
毎
日
太
神
宮
に
灯
明
を
あ
げ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
太
神
宮

は
、
施
行
所
に
祀
ら
れ
て
い
た
伊
勢
講
の
お
祓
い
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
等
か
ら
、
会
所
前
の
伊
勢
講
の
人
た
ち
が
自
主
的
に
施
行
を
始
め
た
も
の

九
月
八
日
で
施
行
が
終
了
し
た
後
、
九
月
二
十
六
日
に
太
々
神
楽
が
宿
泊
場
所

と
な
っ
て
い
た
蔵
屋
敷
で
行
わ
れ
、
町
々
に
は
立
山
が
作
ら
れ
る
と
と
も
に
、
餅

を
つ
い
て
寄
進
を
受
け
た
村
々
や
町
民
に
配
っ
た
こ
と
が
、
「
立
山
次
第
書
」
や

太
々
神
楽
関
係
の
文
書
か
ら
わ
か
る
。
「
立
山
次
第
書
」
の
序
文
に
は
、
左
記
の

マ

マ

（
前
略
）
菊
月
下
の
六
日
、
施
行
宿
ニ
ハ
代
々
神
楽
、
町
々
ニ
ハ
思
ひ
思
ひ

の
作
り
も
の
や
ら
立
山
や
ら
、
古
今
稀
な
る
賑
ハ
し
さ
、
二
里
三
里
の
山
家

よ
り
見
物
く
ん
し
ゅ
う
お
び
た
、
し
（
後
略
）

「
古
今
稀
な
る
賑
ハ
し
さ

．． 
」
と
あ
り
、
近
隣
の
村
々
か
ら
大
勢
の
見
物
人

が
来
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(22) 

神
楽
』
の
中
で
、

の
著
を
引
用
し
て
次
の

に
詣
ふ
て
奉
れ
ハ

ま
た
、
同
書
の
別
の
項
に
は
、
伊
勢
神
楽
に
つ
い
て
左
記
の
記
述
が
あ
る
。

こ
の
神
楽
と
い
う
の
は
、
古
く
よ
り
外
宮
の
御
師
に
よ
っ
て
と
り
行
わ
れ
て

き
た
も
の
で
、
願
主
の
申
し
出
に
よ
り
、
そ
の
役
宅
を
清
め
、
神
殿
に
神
座

を
設
け
て
、
こ
れ
に
両
宮
を
勧
請
申
し
、
御
師
の
下
に
あ
っ
た
神
楽
役
人
達

が
大
勢
参
集
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

右
記
に
よ
る
と
、
太
々
神
楽
は
、
か
な
り
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
し
か
し
、
「
太
々
神
楽
次
第
書
」
に
よ
る
と
、
こ
の
時
の
太
々
神
楽
は
、
神

主
を
含
む
神
職
三
人
と
二
人
の
巫
女
お
よ
び
「
神
子
中
」
と
書
か
れ
た
氏
子
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
大
規
模
な
も
の
で
は
な
い
。
太
々
神
楽
は
、
伊
勢
神
宮
の
御
師
の

家
で
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
規
模
に
関
係
な
く
、
伊
勢
神
宮
に
関
係
す
る
神
楽

は
、
太
々
神
楽
と
呼
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

祝
詞
の
中
に
左
記
の
よ
う
に
、
犬
や
鶏
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

九
ハ
貴
幣
を
耳
つ
ら
に
戴
き
‘
訓
は
ゆ
ふ
し
て
を
か
け
尾
に
付
て
、
太
神
宮

『
文
政
神
異
記
』
に
は
、
「
阿
波
の
園
徳
島
の
お
さ
ん
と
い
う
犬
が
、
頸
に
銭
と

金
子
と
を
く
、
り
つ
け
て
伊
勢
神
宮
に
き
て
、
古
市
町
大
和
屋
長
兵
衛
の
世
話
で
(23) 

無
事
に
帰
国
し
た
」
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
御
蔭
群
参
図
』

に
犬
が
お
祓
を
附
け
て
い
る
絵
が
あ
る
。

鶏
に
関
し
て
は
、
『
文
政
神
異
記
』
に
二
つ
の
逸
話
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
―
つ
は
、
「
丹
波
國
某
郡
某
村
某
家
へ
鶏
二
羽
が
御
祓
を
く
わ
え
て
飛
ん
で
来

た
の
で
、
主
人
が
こ
の
鶏
を
連
れ
て
外
宮
御
広
前
へ
来
た
と
こ
ろ
、
山
城
國
の
参

詣
人
が
自
分
の
と
こ
ろ
で
飼
っ
て
い
た
鶏
だ
と
い
う
の
で
、
山
城
國
の
人
の
名
前

で
奉
納
し
た
」
と
い
う
話
で
あ
る
。
も
う
―
つ
は
、
「
大
和
國
某
村
の
或
人
が
寵

り
て
、
石
屋
戸
の
故
事
を
ひ
が
み
勤
む
る
な
り
。
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愛
し
て
い
た
鶏
が
い
な
く
な
り
、
十
日
ほ
ど
過
ぎ
て
御
祓
を
持
っ
て
帰
っ
た
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
逸
話
は
、
お
か
げ
参
り
の
期
間
中
に
創
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

そ
れ
ら
が
、
参
宮
者
か
ら
参
宮
者
へ
と
伝
わ
り
、
そ
れ
を
聞
い
た
御
所
の
世
話
人

が
、
祝
詞
の
中
に
書
き
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
文
政
神
異
記
』
、
『
浮
世
の

有
様
』
等
に
、
数
々
の
逸
話
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同
様
の
経
緯
で
そ
れ

ぞ
れ
の
筆
者
に
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

立
山
は
前
述
の
よ
う
に
、
祭
り
の
作
り
物
の
こ
と
で
あ
る
。
施
行
が
終
了
し
た

後
、
数
多
く
の
立
山
が
作
ら
れ
た
こ
と
が
、
「
立
山
次
第
書
」
か
ら
わ
か
る
。
立

山
は
町
ご
と
に
作
ら
れ
、
そ
の
立
山
に
大
関
•
関
脇
等
の
ラ
ン
ク
が
付
け
ら
れ
、

十
一
件
に
つ
い
て
は
、
短
い
批
評
も
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
件
数
は
、
大
関
・

関
脇
•
小
結
が
各
三
件
、
前
頭
が
二
十
八
件
で
合
計
三
十
七
件
で
、
こ
の
ほ
か
、

ラ
ン
ク
が
な
い
「
見
立
作
り
も
の
」
と
い
う
も
の
が
九
件
あ
る
。
宇
治
橋
・
万
金

丹
屋
店
•
お
杉
お
玉
等
、
伊
勢
に
関
係
し
た
名
前
の
も
の
が
数
件
あ
る
。
参
加
し

た
町
の
数
は
、
十
九
で
あ
る
が
、
寺
内
は
参
加
し
て
い
な
い
。

宿
泊
の
施
行
が
行
わ
れ
た
蔵
屋
敷
の
跡
に
、
今
は
太
神
宮
の
社
が
あ
り
、
毎
年

六
月
十
六
日
に
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。
お
年
寄
り
か
ら
の
聞
取
り
に
よ
る
と
、
約

七
十
年
前
ま
で
祭
の
時
に
、
立
山
が
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
現

在
は
立
山
に
代
わ
っ
て
、
小
学
生
の
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
奈
良
県
に

お
い
て
、
今
も
立
山
が
実
施
さ
れ
て
い
る
所
と
し
て
、
御
所
市
名
柄
の
天
満
宮

（
七
月
二
十
五
日
）
、
橿
原
市
北
八
木
の
愛
宕
神
社
（
八
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五

日
）
、
北
葛
城
郡
広
陵
町
大
垣
内
の
専
光
寺
（
八
月
二
十
四
日
）
が
あ
る
。

で
参
宮
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
和
国
御
所
町
に
残
っ
て
い
た
文
書
を
中
心
に
、
文
政
十
三
年
の
お
か
げ
参
り

に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
の
文
書
に
よ
る
と
、
大
隅
•
隠
岐
・
壱
岐
を
除
く
全
国

の
国
々
か
ら
御
所
に
来
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
の
お
か
げ
参
り
は
、

広
い
範
囲
に
波
及
し
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
明
和
期
の
お
か
げ
参
り
か
ら

六
十
年
目
と
い
う
こ
と
が
広
く
意
識
さ
れ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
施
行
を
実

施
し
た
期
間
は
、
閏
三
月
四
日
か
ら
九
月
八
日
ま
で
で
、
九
千
七
百
二
十
九
人
が

宿
泊
し
て
い
る
。
宿
泊
者
が
一
番
多
い
の
は
紀
伊
で
、
次
に
阿
波
・
大
和
で
あ

る
。
こ
の
年
の
お
か
げ
参
り
は
、
三
月
二
十
日
頃
に
阿
波
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
が
、
参
宮
者
が
阿
波
か
ら
紀
伊
に
渡
り
、
紀
伊
・
大
和
の
人
を
巻
き
込
ん

伊
勢
神
宮
よ
り
東
の
人
が
多
く
来
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
、
参
宮
の

つ
い
で
に
高
野
山
や
西
国
三
十
三
ヵ
所
に
参
詣
し
た
、
あ
る
い
は
西
国
巡
礼
の
途

中
で
施
行
の
噂
を
聞
き
つ
け
て
御
所
に
来
た
等
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
摂
津
・

河
内
や
播
磨
以
西
の
人
た
ち
も
多
く
来
て
い
る
が
、
御
所
は
、
こ
れ
ら
の
国
か
ら

伊
勢
へ
行
く
街
道
の
途
中
で
は
な
い
。
前
記
と
同
様
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
風
呂
の
施
行
が
魅
力
的
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
大
和
の
宿
泊
者
を
み

る
と
、
十
津
川
や
吉
野
と
い
っ
た
山
間
地
の
人
が
多
く
、
他
国
の
参
宮
者
を
見
て

も
都
市
部
の
人
は
少
な
い
。
都
市
部
の
人
が
多
か
っ
た
と
す
る
通
説
に
は
疑
問
が

あ
る
。施
行
の
た
め
に
町
内
や
近
隣
の
村
か
ら
、
様
々
な
寄
進
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
寄
進
を
み
る
と
、
品
物
の
種
類
が
多
く
、
量
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
米
の
寄

お

わ

り

に
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進
で
は
、
最
高
が
五
石
で
最
低
が
二
合
。
銭
で
は
、
最
高
が
千
文
で
最
低
が
一
文

で
あ
る
。
品
物
に
お
い
て
も
、
醤
油
一
石
・
割
木
四
駄
と
い
う
も
の
か
ら
、
漬
け

物
少
し
•
菜
少
し
と
い
う
よ
う
に
幅
が
広
く
、
品
物
の
種
類
も
七
十
以
上
あ
る
。

各
自
が
手
近
な
も
の
を
分
相
応
に
寄
進
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
施

行
が
広
く
住
民
に
支
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
住
民
の
多
く

が
寄
進
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参
宮
し
た
人
は
少
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

施
行
が
終
わ
っ
た
後
、
太
々
神
楽
・
立
山
等
の
行
事
を
し
て
い
る
が
、
施
行
を

一
種
の
イ
ベ
ン
ト
と
考
え
て
い
た
節
が
あ
る
。
施
行
を
は
じ
め
全
て
の
行
事
は
、

蔵
屋
敷
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
伊
勢
講
の
人
た
ち
等
が
、
自
主
的
に
行
っ
た
も
の

で
、
町
役
人
は
、
積
極
的
に
関
与
し
て
い
な
い
。

お
か
げ
参
り
に
関
し
て
は
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、

五
百
万

人
近
い
と
さ
れ
る
参
宮
者
の
数
な
ど
、
常
識
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
、
疑
問
が

あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
最
近
は
、
お
か
げ
参
り
に
関
す
る
研
究
は
少
な
い
が
、
こ

の
論
考
が
、
お
か
げ
参
り
に
つ
い
て
、
見
直
し
の
契
機
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

る。

三
一
書
房

『
日
本
方
言
大
辞
典
』
尚
学
図
書
編
小
学
館
一
九
九
一

『
浮
世
の
有
様
巻
の
二
』
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
十
一
巻

一
九
七

o

『
御
蔭
参
雑
記
」
写
本
神
宮
文
庫
所
蔵
、
翻
刻
版
『
神
宮
参
拝
記
大
成
』
神
宮

司
庁
編
西
濃
印
刷
一
九
三
七

箕
居
曲
在
六
編
『
御
蔭
参
宮
文
政
神
異
記
」
天
保
三
年
刊
、
翻
刻
版
同
右

『
御
影
正
見
記
』
写
本
神
宮
文
庫
所
蔵

「
文
政
十
三
寅
年
伊
勢
御
蔭
参
実
録
鏡
」
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
十
二

巻
世
相
二
三
一
書
房
一
九
七
〇

神
宮
文
庫
所
蔵

田
中
易
慎
写

神
宮
徴
古
館
蔵

『
文
政
十
三
年
庚
寅
改
元
天
保
元
年
御
蔭
参
り
』
写
本

『
御
蔭
群
参
地
名
録
』
写
本
神
宮
文
庫
所
蔵

酒
井
一
「
文
政
十
三
年
お
か
げ
参
り
施
行
宿
の
一
考
察
」
今
井
林
太
郎
先
生
喜

寿
記
念
『
国
史
学
論
集
』
一
九
八
八

茨
木
啓
子
「
文
政
十
三
年
の
お
蔭
参
り
•
お
蔭
踊
り
に
つ
い
て
」
『
ヒ
ス
ト
リ

ア
』
一
四
一
号
一
九
九
三

『
橿
原
市
恵
比
寿
神
社
保
管
文
書
』
橿
原
市
北
八
木
町
所
蔵
、
橿
原
市
立
図
書
館

が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
お
よ
び
コ
ピ
ー
所
蔵

「
大
日
本
行
程
絵
図
」
天
保
十
四
年
御
免
慶
応
元
年
再
刻
板
元
京
都
書
林

竹
原
好
兵
衛

「
天
保
元
年
上
町
お
か
げ
灯
籠
建
立
諸
入
用
井
寄
付
記
帳
」
天
理
図
書
館
所

蔵
、
『
大
宇
陀
町
史
』
資
料
編
一
九
九
二

天
保
二
年
「
御
成
箇
免
定
」
筆
者
所
蔵

「
大
坂
町
奉
行
新
見
伊
賀
守
正
路
手
日
記
」
東
北
大
学
図
書
館
所
蔵

『
日
本
暦
日
原
典
』
第
4
版
内
田
正
男
編
雄
山
閣
出
版
一
九
九
四

『
奈
良
井
上
町
中
年
代
記
抄
』
高
田
十
郎
編
桑
名
文
星
堂
一
九
四
三

『
全
国
方
言
辞
典
』
東
条
操
編
東
京
堂
出
版
一
九
五
一

「
諸
事
記
録
帳
」
『
新
庄
町
史
」
資
料
編
一
九
八
四

天
保
七
年
「
宗
門
改
帳
」
筆
者
所
蔵

文
化
十
四
年
「
村
名
寄
高
付
帳
」
御
所
市
円
照
寺
所
蔵

『
本
田
安
次
著
作
集
日
本
の
伝
統
芸
能
第
七
巻
神
楽
』
錦
正
社

五『
御
蔭
群
参
之
図
』
文
政
十
三
年
閏
三
月

【
付
記
】
本
稿
は
、
平
成
十
七
年
度
に
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
へ
提
出
し
た
修
士
論
文
の

一
部
で
あ
る
。
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（
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
博
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後
期
課
程
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一
九
九
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